
鎮座地 多治見市御幸町２丁目99番地
例祭日 10月15日または、その直前の日曜日
御祭神 素

すさのおのみこと
戔嗚尊（主祭神、天照大御神の弟）、八王子神、八幡大神

相　殿 恵比寿大神
境内社 多賀神社、稲荷神社、御鍬社
御神徳 家庭円満、厄除、安産、家業繁栄、災禍徐、延命長寿
由　緒 奈良時代又は平安時代に、田

た
只
じ
味
み
郷
ごう
（旧多治見村）の産土神

として、田只味明神（八王子神）を祀り、槇
まき
ヶ
が
根
ね
（記念橋辺り）

に鎮座しました。
鎌倉時代に八幡大神（清和源氏の氏神。武人に篤く信仰さ
れました）を合祀し、土地の豪族多治見氏を始め多くの崇敬を集めて社殿も新設し、神威も加わりました。
正中元年（1324）、後醍醐天皇の命を受けた多治見国長公の挙兵失敗（正中の変）に伴い、次第に衰微しました。
室町時代（應永年中 1400年頃）に至り、主祭神として素戔嗚尊を勧請し、新羅明神と名を新たにし、場
所も現在の御幸町に遷座しました。その後、明治時代に新羅神社と改めました。

建　物 社殿は、嘉永元年（1848）に建立されました。
本
ほんでん
殿と拝

はいでん
殿を幣

へいでん
殿でつないだ江戸時代後期の典型的な権現造りの様相を示しています。

技巧が凝らされた構造です。例：組み物（四
よ
手
てさ き
先、海

え び
老虹

こうりょう
梁）

尾張藩御用彫物師、早瀬長兵衛一族の手により、火伏・吉祥・守護・平和・仁愛などの意味を表して、龍、
獏
ばく
、獅子、鳳

ほうおう
凰、

しん
、仙人、花、鳥など数多くの素木作りの彫刻が施されています。

・拝殿前の陶製灯籠２基は、安政５年（1858）に奉納。
平成18年（2006）３月に、新羅
神社社殿 附

つけたり
陶製灯

とうろう
籠・棟

むなふだ
札 は、

江戸時代後期の文化を今に伝え
る建造物として多治見市の有形
文化財に指定されました。
（多治見観光ボランティアガイド
 大嶽 裕）

歴歴史史
文化
サロン

社殿全景（東北面）

須永啓之 宮司深夜からにぎわう「初ゑびす祭」
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編集後記
新年あけましておめでとうございます。本紙面に掲載してあります、税に関する生徒の作文を読ませていただきました。
税金は、人々の暮らしを豊かにする為に必要で、税金を払っていることに誇りを持ちたい、という表現には感銘をう
けました。21世紀に入って、すでに４分の１に差し掛かりました。新しい技術やサービスがどんどん生まれ、人材不
足や省力化、税務やさまざまな場面でのデジタル化など、企業の活動はめまぐるしく変化していっていると感じます。
これらの変化に上手についていきながら、税金を納め続けることができるよう、精進してまいりたいと思います。
 広報委員会　林 浩司

新
しん

羅
ら

神社 （多治見市）
多治見市御幸町２丁目99番地


